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福井縣日野川上流地域の石笈紀層および嵩鶴紀層とその紡錘虫イヒ石

㌔礒　　　見 博※
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丁為e（ン盆r憂》o盈ifero服s翫nd　Perm亘我ハFormations　and　E服s覗lini縄s窒oss量璽s£om戴i礁翫e

　　　　　Area　of　U坦per　ReacLes　oεthe　River　Hino，璽ukui　Prefeet敬e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

HirO曲i　Isomi

　　　The　area　of　upper　reaches　of　the　River　Rino　is　composed　main！y　of　Carboniferous

（Pennsylvanian）strata。The　Permian　strata　are　distribtlted　in　two　blocks　and　are　in　con－

tac七with　the　Carboniferous　by　fault．

　　　The　Carboniferous　strata　contain　abundant　smaII　Iimestone　lenses　carrying　Fusuli陶

nella．　This　Fusuline11a　fauna，which　is　characterized　by　the　advanced　spec圭es　such　as

勲s観初θ♂」αカ5召錫40606々」（：L．＆C．），E　s6h甜α9召プ吻o配os　（DEPRAT）and丑CoJ召勉歪（L．＆C．），

indicates　the　upPer　horizon　of　Moscovian。

　　　丁益e　Permlan　strata　contain　some　limestone　lenses　carrying　fusulinlds．Th6Permian

fauna　comprises　both　Lower　Permian　spec三es　such　as　P36πづの勉s％」勉α∂z4望麺s（Sc血ellwien）

and　Middle　Permian　species　such　as肋osoh呂o召g87魏α40吻躍θ」Ozawa．

　　　Both　strata　of　the　Carboniferous　and　Permian　are　folded　with　the　axis　of　WNW　or

NW　in　trend．

1．緒　　書

、筆者は1953年秋，約1ヵ月間，福井県の足羽川上流地

域の今立郡上池田村附近と，日野川上流部の南条郡堺村

との古生層の概査を行つた・この調査は福井県の20万

分の1地質図編纂事業の一部として，従来盗料の少なか

つた空白部をうめるために計画されたものである。5万

分の1地形図の約1図幅分にも相当する広い地域を短期

間で調査せねばならなかつたので，調査の結果ははなは

だ不充分である・しかし，美濃から越前にかけての広大

な古生層分布地域の地質の資料はきわめて少ないので，

こ瓦に調査区域の一部の日野川上流部（5万分の1地形

図今庄，冠山参照）の古生層とその紡錘虫化石とについ

てあえて報告する次第である。、この地域は喜田惣一郎氏

の調査された南条郡宅良村の南に接する地域である。喜

田氏の未発表の論文の利用の便を与えられた金沢大学尾

崎教授に心からの謝意を表する次第である。また，調査

中一方ならぬ御世話になつた堺村の方々の御好意に対し

＊地質部

て深く感謝する。

2．北部地域の古生暦

　記載の都合上，八飯と広野とを結ぶ日野川沿いの断層

以北の区域を北部地域，以南の区域を南部地域と呼ぶ。

北部地域のすぐ北の宅良村附近の古生層は，喜田氏の論

文によれば，ハ吻sohz槻望蛎欄、を含む二畳紀の宅良層群

と，勲s擁鰯1α加6勉その他を含む石炭紀の南条層群と

に分けられる。南条層群はさらに上位‡り，

　　高倉層（粘板岩のpatchを含む砂岩）

　　今庄層（チヤート。層厚約300m）

　　湯尾層（砂岩と頁岩との互層。チヤートを挾む）

に区分されている。湯尾層には勲鰯惚伽δ00庖を産

出する石灰岩レソズが含まれる。

　北部地域には石灰岩レンズがみいだされず，未だ化石

は産出しない。しかし明らかに南条層群に同定される地

層が分布し，この地域においても南条層群の3区分には

なんら不適当な点はない。筆者は喜田氏の調査結果に付

け加えるべき重要な事実を持たないが，調査中気付いた
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ことを次にのべておく0

　1）今庄層と高倉層との関係について・堺村桝谷の大

小場部落北方で，両層の境界部が観察される。境界部は

こXでは相当擾乱を受げているものの，やはり整合関係

を示すと判断される。厚いチヤートよりなる，今庄層の

上に軍なる高倉層の基底部の砂岩中には，粘板岩のpat－

chが密集している。これより上位の砂岩中には粘板岩

のpatcぬが少なく，粘板岩のpatchの量は上位になる

につれ次第に減少する傾向を示す。すなわち今庄層より

高倉層への岩相変化は非常に急激なものである。田倉俣

部落の北方でも，同様に岩相が急変する状態が認められ

る。要するに，今庄層と高倉層との関係は不整合ではな

いが，岩相の急変する点では注目に値する・

　2）宇津尾から桝谷に至る道路に露出する高倉層の粘

板岩のpatchを含む砂岩層中に，厚さ1～2mの且ow

状のdiabaseが介在している。高倉層中のdiabaseは

他の場所では見られなかつたので，普遍的な現象とはい

えないかも知れないが，粘板岩のpat薇を含む砂岩が

ある㌧｛は中生層ではあるまいかとの疑いを否定するに足

る事実である。

　3）　この地域の南条層群は一般に西北西の走向を有す

る。日野川沿いの断層のすぐ北側では，今庄層および高

’倉層は一般に北に6GO内外傾斜する。さらにその北では

湯尾層・今庄層および高倉層が，大局的紅見れば，向斜

構造をなしており，筆者の調査した地域にはその南翼部

のみが分布している。

3．　南部地域の古生層

　日野川沿いの断層以南には二畳紀層および中部石炭紀

層が分布する。

　3．1　二二魑紀層

　八飯の南東と広野の南との2区域に，二畳紀の紡錘虫

を産する石灰岩レンズを含む地層が分布する。次に含化

石石灰岩とその紡錘虫とを列記する・

　10c．6一広野の東方（岩谷の谷の入口）

　Ps8z44φ錫sz4初召cfr．ノ魂かo勉oα　（SCHW真GER）・・

　C伽oθZJ枷sp．

　Soh諺め6プオθμαsp．

　loc．7一広野の南方（ひろ谷の西側のレyズ）

　擁osoh即g召吻o　cfr．do∂沼6」（OzAwA）

　Soh多σ‘2827初召sp．

　10c，10一広野の南方（ひろ谷の東側のレンズ）

　N60s6hzθθ9召擁％αs茎）．一

　P32％4伽s多伽αc至r．ブ妙oη加’（SCHWAGER）

　10c．10の石灰岩はIoc。7の石灰岩の延長部に当る

位置をしめる。

10c．8一八飯の東南方（みどろ谷）

　Ps躍4卿s％枷αcfr．ゴ砂o麗加（SCHWAGER）

　Soh契48∂髭劾4Sp。

Ioc．11一八飯の東南方（みどろ谷），loc．8の南方

　ハ形030h”‘z81召ガ％‘～sp．

Ioc．9て岩谷の北東方

　Ps副⑳s％Z吻捌Jg酪（SCHELLWIEN）

　Ps6磁げ祝麗枷cfrJψo耽α（SCHWAGER）
　Ps6劔4φ％5躍初αcfr．α郷わ㎏z昭（DEPRAT）　．

Ioc．12一八飯（かし事谷入巨）

　この石灰岩からは化石を採集し得なかつたが，すぐ近

くの1転石中には

　Ps6躍碗翻IJ襯∂z4ゆ齊S（SCHELLWIEN）

　。Pso％4げ％s躍♂郷cfr．繍痂」（SCHELLWIEN）

がみいだされた。この転石は10c．12の石灰岩から由来・

したものと考えられる。

二畳紀の紡錘虫を産する石灰岩レソズ塗含む地層は，

主として粘板岩よりなり，細粒の砂岩の薄層を挾む。石

灰岩レyズはいずれも厚さ数m内外の小さいもので，

しばLばチヤートを伴ない，輝緑凝灰岩を伴なうことも

ある。

　loc．9：および玉oc．12の石灰岩は下部二畳紀のPs6鋳

40so加αg6吻α帯の上部（または．P礎ψ燃伽α帯の下

部）の層準を示す。loc・7，10c．10およびIoc．11の各

石灰岩は中部二畳紀のものである。したがつて，当地域1

の二畳紀層は下部二畳系の上部と中部二畳系とに相当す

る。

　二畳紀層は一般に北西の走向をもち北東に60。内外傾

斜する。日野川最上流の岩谷の谷では，下位の石灰岩

（10C．9）は下部二畳紀の化石を含み，上位の石灰岩（10C．

6）はそれより後期の化石を含むので・このルートだけに

ついていえば，地層は北東に傾斜してかんたんな単斜構

造をなすものともいえる。しかし，岩谷の谷の西のひろ

谷では，岩谷の谷の下位の石灰岩（10c．9）と見かけ上ほ

父同二の層準にあると思われる石灰岩（loc．7および

10c。10）は中部二畳紀の化石を産する。このように，各

層準の石灰岩が不規則に分布する事実は，石灰岩がいず

れも著しく再結晶Lている事実とともに，二畳系が複雑

な構造を示す。

　二畳紀層は北側の南条層群とは明瞭な断層で接してい

る。南側の中部石炭紀層と二畳紀層との関係は不明であ

るが，おそらく断層関係であろうと推定される6したが

つて，石炭紀層分布地域中に，二畳紀層が構造帯に沿つ

て挾み込まれたものと考えられる。北側の日野川沿いめ

断層が著しいことと，二畳紀層自体の構造が複雑である

ビととは，このような解釈を暗示する事実であるといえ
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よう。

　3．2石炭紀層
　二畳紀虐の南側に沿つて，中部石炭紀の訪錘虫を産す

る石灰岩レンズを含む地層が分布する。含化石石灰岩の

産地とその化石を次に列記する。

　loc．1一八飯南方（かしお谷）

　　勘躍Z碗6〃虜力sθ鋸40ゐ06痂　（LEE＆CHEN）

　　勘5躍2nθぬs6h”α8即伽024θs（DEPRAT）

　　勲s祝♂惚rl召cセ．ooZ翻∫（LEE＆CHEN）

　　伽翻81励珈加（H今YASAKA）
　　勲s躍づ％θπσSPP．

　この石灰岩は厚さ10m以上あり，最も大きく，化石

も最も豊富である。こxの化石は，伽．δ」60η200を除い

ては，殻の末端におけるsepta1Hutingがかなり強く，

chomataの比較的貧弱なものばかりで，いわば盈s距

！初6Z膨のなかでも高等なものばかりである01㌦．ヵs飾40一

δoo腕が最も多く，原始的な動．扉oo痂のは少ない。

　10c．2一八飯東南方（みどろ谷）

　　1勉s躍碗6Z如汐so％40δ06々1（LEE＆CHEN）

　　勘sκ伽6磁sp．

　loc．3一宇津尾南方（うつお谷）

　　盈s％厩ZJ⑫so翻oδ06た♂（LEE＆CHEN）

　　勘s例距％6Zl4SPP．

　以上の他，』septal　Hutingからみてまず翫s％1」槻に

相違ないと思われる紡錘虫の破片が，薄片中にみいださ

れた。

　Ioc．4一岩谷
　　1勉5鋸伽6JJ‘zρs6％40δ06々才（LEE＆．CHEN）

　、枷s％」漉1」αsp．

　以上の他に，殻壁が比較的厚く，septal　flutingが相

当強くて，径2mm以上の紡錘虫の破片が薄片中に見

られたQあるいはこれも勘53〆伽召であるかも知れない。

　上記したいずれの石灰岩においても，翫．ヵ3側40600窺

で代表されるような高等な勘S襯吻磁が圧倒的に多い。

したがつて，これら石灰岩の地質時代は中部石炭紀のモ

スコピヤン階の上半に相当するものである。

　化石の発見された石灰岩の他になお数多くの石灰岩レ

yズがあるが，いずれも厚さ10m内外またはそれ以下

の小さいレソズである。石灰岩を挾む地層は粘板岩を主

とし，細粒の砂岩の薄層を挾む。またしばしば，赤・緑・

紫・青等種々の色のチヤートの薄層が含まれ，それに輝

緑凝灰岩を伴なう・宅良村の中部石炭紀の湯尾層には石

灰岩レyズはきわめて稀であり，筆者の調査した北部地

域の湯尾層中には石灰岩はみい充されなかつた。これに

較らべて本層は多くの石灰岩レソズを含み，輝緑凝灰岩

をしばしば挾むことが岩相上の特異性としてあげられ

る。南部地域の中部石炭紀層を湯尾層と筆者が呼ばない

理由の1つは，この岩相上の相異でおる。もう1つの理

由は中部石炭系の上部の化石帯のみが確認される事実で

ある。しかし，いずれにしても本層は湯尾層の上部に該

当する地層であろう。

　勲s観n6磁を含む石灰岩レンズは，二畳紀層の南側

に，ほ黛規則正しく分布する。すなわち石灰岩レyズは

すべて二畳紀層分布地域の南約5GC～60Gm以内の間に「

分布しており，少なくもこの部分は確実に中部石炭系で

ある。その走向は一般に北西で，傾斜ば700位で北東に

急傾斜することが多い。岩相だけに基づいて二畳紀層と

石炭紀層とを区別することはきわめて困難である。故に

両者の関係は不明であるが，両者ともに相当に擾乱を受

けているので，おそらく断層関係であろう。

　3．3　地質時代の不明な古生層

　1）多くの石灰岩レソズを含み，確実に中部石炭系に

同定される地層の見かけ上その下位に，粘板岩と砂畳と・鍛

よりなる地層が分布する。4の下位の池層は，上位の含

化石層よりも，砂岩を多く含む・下位の地層については

筆者の調査は特に不充分であり，不明の点が多い。下隼

の地層は石灰岩にきわめて乏しいようで，筆者はうつお

谷の中流部で，石灰岩の転石をた黛1ヵ所でみいだした

に過ぎない。この下位層は湯尾層に対比される可能性が

大きい。

　2）かしお谷の上流部には粘板岩のpatchを含んだ

高倉層類似の砂岩が小範囲に分布する。砂岩層の両側に

チヤートと粘板岩（輝緑凝灰岩の薄層を伴なう）とよりな

る地層が分布する。砂岩層は高倉層に，チヤ』ト・粘板

岩層は今庄層に対比される可能性も考えられるが，1）に

述べた粘板岩・砂岩層との関係は不明である。

　　　　　　　　　　　　　（昭和28年10月調査）

　　　　　　　　　　：文　　献

　1）喜田惣一郎＝　福井県今庄北東地域の地質，1953

　　　　　　　　　年度金沢大学卒論

　この論文の要旨は1953年度日本地質学会総会のシ、ゾ

ポジウムにおいて発表された。二地質学雑誌，59巻。

694号，P．289～290，1953・
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